
Ⅰ．はじめに

　地球規模で環境問題と資源問題との調和が求められる中，高炭

素固定能を有する早生樹木の育成とその材の有効利用による炭素

貯留期間の延長とのコンビネーションは，環境との相性が良い資

源・材料を創出するとの観点から極めて重要である。木材利用側

から見ても早生樹は，短伐期で大径木が得られることや最終用途

を見据えた育林育種施業が可能であることなど利点が多い。

　チャンチンモドキ（Choerospondias axillaries）は九州（鹿児

島県，熊本県），中国（広東，四川，雲南），タイ，ヒマラヤ（ネ

パールまで）と，温帯から亜熱帯にかけて分布している早生樹種

である。国内では１９８８年に熊本県に植栽された広葉樹２０樹種につ

いて，５年生までの成長量を比較した結果によると，成長が良

かった順にユーカリ，センダン，キリで，チャンチンモドキは４

番目であった。樹幹の通直性が非常に高く，成長も早いことから，

高炭素固定能を有する次世代の資源林として大きな可能性を秘め

ている。しかし，人工造林された例はなく，その材の性質に至っ

ては不明である。

　本研究では，チャンチンモドキ材の利用可能性を検討するため

の基礎資料を得ることを目的に，熊本県内に植栽されたチャンチ

ンモドキを対象に，木材性質の樹幹内変動について検討した。

Ⅱ．材料と方法

　供試木は，熊本県上益城郡甲佐町に植栽された１９年生のチャン

チンモドキ３個体である。供試木の胸高直径と樹高を表－１に示

す。１個体につき地上高０．３５mから９．３５mまで１m毎に厚さ約

１０cmの円板を採取した。円板から扇形試験片と髄を含むスト

リップを切り出し，扇形試験片から含水率，成長輪幅，気乾比重

を測定し，ストリップから成長輪毎に気乾比重を測定した。

Ⅲ．結果

（１）成長特性

　図－１に，対象木３個体の胸高部位における肥大成長の推移を

示す。Bの肥大成長が最も良かった。３個体とも初期成長は良好

で大差なく，６～７成長輪目で差が生じた。また，伐採前の数年

間は成長速度が低下し，特にCの個体で顕著であった。図－２に，

成長が良かった供試木Bにおける肥大成長の推移を地上高別に示

す。地上高が低い部分で初期成長が大きい傾向を認めた。

　図－３に，供試木Bにおける成長輪幅の放射方向変動を地上高

別に示す。地上高の低い部位で髄付近の成長輪幅が大きく，幼齢

時の成長が旺盛だったことを伺わせる。その後はどの地上高にお

いても良好な成長を保ち，４成長輪目以降は緩やかな増加傾向を

示した。

しかしながら，外側から５成長輪目までは，供試木間の変動はあ
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表－１．供試木の概要

樹高　（m）胸高直径　（mm）供試木

２０．３３４９A

１９．５３９５B

１８．９３１９C



るものの，成長輪幅は減少しており，伐倒前の数年間はやや肥大

成長速度が低下したものと考えられる（写真１）。

（２）生材含水率

　図－４に心材と辺材の生材含水率の軸方向変動を示す。心材の

生材含水率は地上高が低い部位で高く，地上高が高くなるにつれ

て低くなる傾向が認められた。一方，辺材では地上高の違いによ

る明確な増減傾向は認められなかった。

（３）材の比重

　供試木の平均気乾比重は０．５５（A），０．５７（B），０．５３（C）で

あり，成長が良い供試木ほど気乾比重が大きい傾向を示した。

　図－５に供試木Bにおける気乾比重の樹幹内分布図を示す。樹

幹中心の円錐形部に比重が低い領域が存在することが明らかに

なった。樹幹の外側は比重が高く，変動も小さい傾向が認められ

た。しかしながら，伐倒前の数年間成長輪幅が減少した部位では

比重の低下が認められた。チャンチンモドキが環孔材であるため，

極端に成長輪幅が狭くても孔圏道管の径に変化はない。このこと

が比重低下の原因と考えられる。写真－１および写真－２に成長

輪幅が狭いときと広いときの横断面電顕写真を示す。

Ⅳ．まとめ

・チャンチンモドキの肥大成長は良好で，成長が良い個体の気乾

比重は高いことから，育種を進めていく上で成長が良い個体の選

抜が有効である。

・樹幹の通直性は非常に高く，樹幹上部の比重低下がないことか

ら，地上高１０mまでの材は利用可能である。
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図－１．胸高部位における肥大成長の推移 図－２．地上高別の肥大成長の推移（供試木Ｂ）

図－４．生材含水率の軸方向変動

図－３．成長輪幅の放射方向変動（供試木Ｂ）



・材の比重は，樹幹中心の円錐形部で値が低いことから，材を利

用する上で樹幹内部位による使い分けが必要である。すなわち，

樹幹外側の比重が高い部分では素材として付加価値の高い利用が，

樹幹中心の円錐形部の比重が低い部分ではエレメントを小さくし

て木質ボードの原材料または紙パルプの原料としての利用が有効

である。

（２００５年１１月４日　受付；２００６年１月１９日　受理）
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図－５．気乾比重の樹幹内分布図

写真－１．狭い成長輪幅（横断面）

写真－２．広い成長輪幅（横断面）


